
売 却 区 分 番 号

1 所 在 ： 鶴岡市苗津町

地 番 ： １０番３

地 目 ： 宅地

地 積 ： １３７．００㎡

2 所 在 ： 鶴岡市苗津町

地 番 ： １０番地３

家 屋 番 号 ： １０番３

種 類 ： 居宅

構 造 ： 木造亜鉛メッキ鋼板葺平屋建

床 面 積 ： ５７．４６㎡

見 積 価 額 円

公 売 保 証 金 円

対象不動産の状況

１　街路条件

南東側：幅員約6.0ｍ舗装市道(建築基準法第42条1項1号道路)

北東側：幅員約6.0ｍ舗装市道(建築基準法第42条1項1号道路)

２　画地条件

地　　　　　　　　積 ：　137.00㎡（公簿数量）

間　口　・　奥　行 ：　間口約12.0ｍ、奥行約10.0ｍ(地積測量図上)

形 　　　　　　 　状 ：　ほぼ長方形

土地 の 利用状況 ：　宅地

接面道路との関係：　角地、道路面と等高接面

地　　　　　　　 　勢 ：　画地内平坦

そ　　　 の　 　　他 ：　同宅地内にスチール製物置1つ、カーポート、私設電柱1基があったほか、

    当該電柱に設置されたBS放送のアンテナが西側隣地に越境していた。

    また、庭木の枝葉が北側及び西側隣地や道路に越境していた。

３　交　通

　 ・ JR羽越本線「鶴岡」駅から近隣地域の中心まで南方約2.6ｋｍ(道路距離)に位置する。

　 ・ 鶴岡市役所から近隣地域の中心まで南東方約1.5ｋｍ(道路距離)に位置している。

４　環境条件

　 ・ 中小規模一般住宅を主体とする既成住宅地。

５　行政的条件

 ・ 市街化区域

 ・ 第2種中高層住居専用地域(基準建蔽率70％、基準容積率200％)

 ・ 第1種高度地区（建築物の高さの最高限度15m）

　　　　・ 建築基準法第22条(屋根不燃区域)の指定区域・ 日影規制、鶴岡市景観計画に係る行為の制限等に関する条例

６　供給処理施設

 上　　 　水　 　　道 ：　引込み済み※

 下　　 　水　 　　道 ：　引込み済み※

 都　　市　　ガ　　ス：　引込み済み

※鶴岡市上下水道部で調査し得たところによれば、対象地に引き込まれている上水道宅地内

　 配管を北側隣地に分岐させて共有しているほか、対象地に設置されている汚水桝や下水道

   宅地内配管を北側隣地と共有している可能性がある。権利関係の詳細は不明である。
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７　特記事項

　　　　・ 建築基準法第22条(屋根不燃区域)の指定区域・ 教育委員会が指定する埋蔵文化財包蔵地には含まれていません。

　　　　・ 建築基準法第22条(屋根不燃区域)の指定区域   断熱性や省エネルギーの面で相当劣っているものと思われ、見積価額は更地化することを

   前提とします。

　　　　・ 同宅地内には多数の残置物を確認しており、残置物につきましては不動産所有者が・ 同宅地内には物置やカーポート等があり、不動産所有者が処分するべきものでありますが、

　　　　・ 建築基準法第22条(屋根不燃区域)の指定区域   所有者が処分しない場合は、買受人が行うこととなります。

　　　　・ 建築基準法第22条(屋根不燃区域)の指定区域・ 現況建物の取壊し、物件内の動産類の撤去、処理などはすべて買受人の責任において

　　　　・ 建築基準法第22条(屋根不燃区域)の指定区域・ 鶴岡市は不動産登記簿上の権利移転のみを行います。

８　その他

　　　　・ 公売は現況有姿により行うものであるため、次の注意事項を十分ご理解の上、公売へ参加

　　   　　してください。

　　　　・ 公売財産の面積等は、公簿表示によるものです。

　　　　・ 公売財産については、あらかじめその現況及び関係公簿等を確認してください。

　　　　・ 境界については買受人の責任で確認すること。

　  　　・鶴岡市は不動産公売の引渡しの義務を負いません。物件内の動産類の撤去、占有者の

　  　 　 立退きなどについても、すべて買受人の責任おいて行うことになります。

　　　　・公売財産に隠れた瑕疵があっても、執行機関（市）は責任を負いません。

・ 対象建物は、部分的にリフォームが為されているものの、築約45年を経過しているほか、
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北東側前面道路の北東方から撮影 北東側前面道路の北方から撮影

北東側前面道路の東方から撮影 南東側側面道路の東方から撮影

南東側側面道路の南方から撮影

【現況写真】
（令和8年6月18日撮影）
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室内北西側



室内南東側 


